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役者の 妻 

或 劇場の 初日で ある。 

舞台の 上で は、 今、 美しい コロン ビィヌ が ピエロの 

腕に 狂 ほしく 身 を 投げ かけた ところで ある。 

その 時、 見物 席の 一隅に、 どよめきが 起った。 気絶 

した 一 婦人が 救護所に 運ばれた。 誰か ゾ、 マダム B と 

叫んだ。 ピエロの 役に 扮 して ゐる 俳優の 細君で ある こ 

とがす ぐ わかった。 

B 夫人が 息を吹き返した 時には、 ピエロの 姿 をした 

夫の B 君が、 寝台の 傍に 跪いて、 不安な 眼 を 彼女の 口 



元に 注いで ゐた。 

『アル フ オンス …… 』 彼女 は、 微かに 呼んだ。 『後生 だ 

から、 あの 場面 は 削らして 頂戴。 コロン ビィヌ が、 あ 

ん なにして、 あんた の 腕に …… 。 い、 え、 あの 女に、 

そんな 権利 はない。 あたしが、 死んでも い、 こと？ 

削る ことができ なけれ や、 あんた の 役 は 独り者に 譲つ 

ておし まひなさい』 

B 君 は、 細君の 頭が 果して はっきりして ゐる かどう 

か を 疑 ひながら も、 兎に角、 舞台監督と 作者 を その 部 

屋に 訪れた。 そして、 あの 場面 を、 あ、 いふ 風に 演じ 



る ことが、 妻の 健康 を 害する 恐れの ある こと を 申し 立 

て、 何とか ならない もの かとい ふ 相談 を 持ち かけた。 

作者 は、 脚本の 一部で も 変へ る こと は 罷り成らぬと 

息 捲いた。 

舞台監督 は、 理由が 理由に 成らぬ とて、 B 君の 相談 

に 応じない。 

そこに 居 合 はせ た 劇場 主 は、 世間 馴れた 口調で、 か 

ぅ附け 加へ た。 

『俳優の 細君に なった 以上 は、 殊に、 あんた の やうな 

役 を 演じる 俳優の 細君に なった 以上 は あ、 いふ 場面 を 

見ても、 平気で ゐる 覚悟が 必要です な。 さもなければ、 



第一、 その 芝居 を 見に 来ない がい ゝ ですな』 と。 

事件 は 未解決の ま、、 次の 日に なった。 その 日の ピ 

ェ 口 は コロン ビィヌ を 軽く 抱き止めて 面 は ゆげに 見物 

席 を 隅から隅まで 見 まわした。 

舞台の 濡れ場が、 夫婦喧嘩の 動機に なった 例 は、 珍 

しくない。 

『あんた は、 丸で、 ほんと にあの 女 を 愛して る やうよ _ 

あんな 調子で、 あたしに 物 を 云った ことが、 一体 何時 

あって …… 』 



『それや、 あの 役が さう なんだ もの。 脚本に さう ある 

ん だもの』 

『うそ おっしゃい。 あ ゝ云ふ 文句 は、 さう かも 知れな 

いけれ ど、 あの 調子が、 脚本の どこに あります』 

『脚本の どこに つて …… 本気で 芝居 を やれば …… 』 

『本気に なん ぞ ならな くった つてい、 ことよ。 芝居 は 

芝居ら しくお やん なさい』 

見物に 聞かせない 白 

D 嬢 は、 デ ユマの 「アン トニイ」 の 中で、 例の 情熱 



に 満ちた 場面 を 演じて ゐる真 最中、 相手の 男優 T 氏に、 

『痛い つたら、 そんなに 締めつ けち や ：：： 』 

C 夫人 は、 御 亭主の、 C 氏と 共演の 一 場面で、 隙 を 

見て かう 云った。 

『およしな さいよ、 そんな いやらしい 眼 をす るの は… 

〜』 

V 氏 は 喜劇 役者で ある。 『見物に 聞かせない 白』 を 



やっぱり、 下着な ど、 いふ もの は、 はう つて 置く と、 

どんな 汚れた もの を 着て ゐる かも 知れない とい ふ、 つ 

まり、 老婆心、 悪く 云へば、 俳優に 対する 不信任から 

来て ゐる こと は 勿論で ある。 女優な どになる と、 肌着、 

腰巻、 靴下 かも じ まで 洗って やらな 

ければ ならない。 

その他の 劇場の 中で、 洗濯代 劇場 持ちと いふの は 数 

へ る ほどし かない。 

バレエ . 口 ワイヤ ル 座が、 その 一つ。 

こゝ では、 劇場 主が、 下着の 清潔と いふ こと を やか 



ましく いふ。 俳優 は 競って 汚れ もの を 事務所に 持ち込 

んで 来る。 

潔癖に して 寛大なる 劇場 主 M 氏 は、 或 日 —— それ も 

始めて —— 洗濯物 差 出 日に、 事務所へ 顔 を 出した。 

『 一 体、 奴さんた ち、 どれく らゐ 汚れる まで 着て ゐる 

か 知ら …… 』 

かう 思 ひながら、 包みの 一 つ を、 成るべく それに 触 

れる 指の 面積 を少 くしながら 開けて 見た。 中から、 子 

供の 涎掛け、 台所 用の 前掛け、 つぎ だらけの 敷布な ど 

が 飛び出した。 



大概の 劇場で、 給料の 少ぃ 俳優に は、 舞台 用の 通常 

服 を 作って やる。 

それ を、 舞台 以外で 着る こと を 禁じて ゐる 劇場 も あ 

るが、 お ほかた、 大目に見て ゐる らしい。 

出し物に よって、 特別に 服 を 新調す る やうな 場合 I 

I それ は 現代 服で も 作者の 指定が かう と 限られて ゐる 

やうな 場合 —— さう いふ 場合、 若い 役者 は、 なかなか 

考 へて ゐる。 早速 古着 屋を あさって、 それに 適った 品 

を 見つけ 出し、 その代り、 自分の 好みに 応じた 服 を 新 

調して、 劇場に 書 附けを 差 出す。 

服屋の 方で も、 それ を 心得て ゐて、 古着 探しまで や 



ィャ モンドの 役 をつ とめた。 

処が 近頃で は、 舞台の 衣裳 は、 その まゝ 社交 場裡の 

盛装で ある。 流行の 先駆た る 誇 を 満たさなければ なら 

ない。 

今から、 昔の こと を考 へる と、 同じ 女優の 衣裳に つ 

いても、 面白い 変遷が ある。 

名 女優 ドル ヴァル 夫人 は、 アレクサンドル. デ ユマ 

の 戯曲 —— また アン トニイ だか —— で、 その 女 主人公 

に扮 する ために、 大 散財 をした。 

『いよく、 身代限りよ』 



底本 ： 「岸 田國士 全集 加」 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年 3 月 8 日 発行 

底本の 親 本 ： 「言葉 言葉 言葉」 改造 社 

1926 (大正^) 年 6 月^日 発行 

入力 .. 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 006 年 2 月 2 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



